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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
０
１
【
ゼ
ロ
ワ
ン
】

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
３
１
８
Ｍ

【
作
者
名
】

　
元
気
丸

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
こ
に
今
、
悪
の
秘
密
結
社
シ
ョ
ッ
カ
ー
を
裏
切
り
人
類
を
シ
ョ
ッ
カ
ー
か

ら
守
る
青
年
が
い
る
。

そ
の
名
は
【
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
０
１
】
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【
作
品
紹
介
】

こ
の
世
の
闇
社
会
の
黒
幕
【
シ
ョ
ッ
カ
ー
】
。

彼
ら
は
罪
人
を
【
怪
人
改
造
】
し
て
い
た
。

シ
ョ
ッ
カ
ー
大
首
領
の
企
画
に
よ
り
【
第
一
回
シ
ョ
ッ
カ
ー
コ
ロ
シ
ア
ム
】
が

行
わ
れ
た
。

そ
れ
は
怪
人
同
士
の
最
強
王
座
を
決
め
る
大
会
だ
っ
た
。

優
勝
者
に
は
シ
ョ
ッ
カ
ー
が
新
開
発
し
た
ベ
ル
ト
【
タ
イ
フ
ー
ン
】
が
手
渡
さ

れ
た
。

そ
し
て
「
闇
社
会
か
ら
世
の
中
に
解
放
さ
れ
る
」
と
い
う
権
利
も
あ
っ
た
。

そ
し
て
コ
ロ
シ
ア
ム
の
優
勝
者
【
本
郷
猛
】
＝
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
：
【
ホ
ッ
パ
ー
】

は
、
こ
の
世
に
出
て
、
密
か
に
殺
戮
行
為
を
し
て
い
た
。

し
か
し
シ
ョ
ッ
カ
ー
に
入
団
す
る
前
に
、
世
話
に
な
っ
て
い
た
オ
ー
ト
レ
ー
ス

の
師
【
立
花
藤
兵
衛
】
に
出
会
う
。
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そ
し
て
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
【
緑
川
ル
リ
子
】
に
恋
を
す
る
。

一
方
シ
ョ
ッ
カ
ー
は
、
本
郷
の
捜
索
の
た
め
に
改
造
人
間
「
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
：

ス
パ
イ
ダ
ー
」
を
送
り
込
む
。

そ
こ
で
本
郷
は
決
心
す
る
．
．
．
．
自
分
の
力
を
シ
ョ
ッ
カ
ー
に
立
ち
向
か
う

た
め
に
使
う
こ
と
を
．
．
．
．
！
！
！
！
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【
作
品
紹
介
】
（
後
書
き
）

デ
ィ
レ
ン
ド
が
一
段
落
し
た
ら
更
新
し
ま
す
。
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【
プ
ロ
ロ
ー
グ
】
―
シ
ョ
ッ
カ
ー
コ
ロ
シ
ア
ム
―

～
シ
ョ
ッ
カ
ー
本
部
・
ス
タ
ジ
ア
ム
内
～

《
さ
ぁ
！
怪
人
最
強
を
決
め
る
大
会
、
シ
ョ
ッ
カ
ー
コ
ロ
シ
ア
ム
！
！
！
！
》

こ
こ
は
シ
ョ
ッ
カ
ー
コ
ロ
シ
ア
ム
会
場
。
東
京
ド
ー
ム
の
様
な
所
で
客
席
に
は

マ
ス
ク
を
か
ぶ
っ
た
戦
闘
員
が
沢
山
い
る
。

会
場
内
に
実
況
か
鳴
り
響
く
。

《
次
は
い
よ
い
よ
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝
で
す
！
！
！
！
》

２
人
の
人
間
が
そ
れ
ぞ
れ
出
て
く
る
。

《
ま
ず
は
レ
ッ
ド
コ
ー
ナ
ー
！
！
ス
パ
イ
ダ
ー
！
！
！
！
》

―
―
ワ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
―
―
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す
さ
ま
じ
い
歓
声
が
響
き
渡
る
。

《
続
い
て
ブ
ル
ー
コ
ナ
ー
！
！
バ
ッ
ド
！
！
！
！
》

―
―
ワ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
―
―

こ
ち
ら
も
す
ご
い
歓
声
だ
。

《
レ
ッ
ツ
！
！
》

２
人
は
シ
ョ
ッ
カ
ー
マ
ー
ク
が
彫
ら
れ
て
い
る
シ
ョ
ッ
カ
ー
ベ
ル
ト
の
バ
ッ
ク

ル
を
腰
に
付
け
、
ベ
ル
ト
が
自
動
的
に
巻
か
れ
た
。

す
る
と
体
中
に
電
撃
が
走
り
、
２
人
は
怪
人
に
な
っ
て
い
た
。
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そ
の
姿
は
ま
さ
に
蜘
蛛
男
、
蝙
蝠
男
。

《
ス
タ
ー
ト
！
！
！
！
》

２
人
は
お
互
い
に
飛
び
か
か
っ
て
行
っ
た
。

「
キ
シ
ャ
ー
」

ス
パ
イ
ダ
ー
の
口
か
ら
糸
状
の
も
の
が
出
て
き
て
、
バ
ッ
ト
の
両
足
に
付
き
動

き
を
止
め
た
。

「
く
っ
」

そ
の
間
に
ス
パ
イ
ダ
ー
は
後
ろ
に
回
り
込
み
、
一
撃
を
く
ら
わ
せ
た
。

「
ぐ
は
っ
」
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「
死
ね
」

ス
パ
イ
ダ
ー
が
ト
ド
メ
を
刺
そ
う
と
し
た
そ
の
時
、
バ
ッ
ト
か
ら
強
烈
な
超
音

波
が
発
生
し
た
。

「
ヤ
メ
ロ
―
―
―
！
！
！
！
」

ス
パ
イ
ダ
ー
は
頭
を
抱
え
た
。

「
今
だ
」

バ
ッ
ト
は
後
ろ
に
回
り
込
み
、
首
筋
を
か
ん
だ
。

『
ガ
リ
ガ
リ
ガ
リ
』

「
や
、
や
め
ろ
・
・
・
」

ス
パ
イ
ダ
ー
の
変
身
が
解
け
た
。
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《
勝
者
が
決
ま
っ
た
ぁ
、
勝
者
は
ブ
ル
ー
コ
ー
ナ
ー
の
バ
ッ
ト
だ
！
！
！
！
！
》

―
―
ワ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
―
―

再
び
歓
声
が
上
が
っ
た
。

《
お
っ
と
、
こ
こ
で
新
情
報
で
す
！
！
！
別
会
場
で
Ｂ
グ
ル
ー
プ
と
Ｃ
グ
ル
ー

プ
の
勝
者
が
決
ま
っ
た
よ
う
で
す
》

ス
ク
リ
ー
ン
に
勝
者
の
映
像
が
映
し
出
さ
れ
る
。

《
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
勝
者
は
、
バ
ッ
ト
！
！
！
！
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
勝
者
は
、
ス
コ

ー
ピ
オ
ン
！
！
！
！
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
勝
者
は
、
ホ
ッ
パ
ー
！
！
！
！
》
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こ
れ
で
３
人
の
勝
者
が
決
ま
っ
た
。

こ
の
中
か
ら
０
１
《
ゼ
ロ
ワ
ン
》
と
し
て
生
き
る
も
の
が
出
て
く
る
の
だ
。
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【
第
一
章
】

「
は
ぁ
っ
、
は
ぁ
っ
！
」

一
人
の
青
年
が
ひ
た
す
ら
何
か
に
追
い
か
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
青
年
を
追
い
か
け
て
い
る
の
は
、
７
人
の
マ
ス
ク
を
か
ぶ
っ
た
兵
士
だ
っ

た
。

「
く
っ
！
」

青
年
は
立
ち
止
り
兵
士
の
方
を
向
い
た
。

「
し
ょ
う
が
な
い
」

青
年
は
シ
ョ
ッ
カ
ー
ベ
ル
ト
を
腰
に
付
け
た
。

「
グ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
」

す
る
と
、
体
中
に
電
流
が
走
り
怪
物
へ
と
変
化
し
た
。
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「
キ
シ
ャ
―
―
―
―
―
―
―
―
―
」

そ
の
怪
物
は
７
人
に
飛
び
蹴
り
を
決
め
、
そ
の
７
人
は
爆
発
し
た
。

「
っ
た
く
、
し
つ
こ
い
奴
ら
だ
・
・
・
・
・
」

怪
物
は
変
身
を
解
こ
う
と
し
た
、
し
か
し

《
ド
ク
ン
・
・
・
・
ド
ク
ン
・
・
・
・
ド
ク
ン
・
・
・
・
》

「
ク
ッ
・
・
・
・
ガ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
！
！
！
」
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怪
物
は
目
の
色
を
変
え
、
も
が
き
苦
し
み
、
ひ
た
す
ら
走
り
続
け
た
。

～
立
花
オ
ー
ト
レ
ー
シ
ン
グ
～

「
ね
ぇ
、
お
じ
さ
ん
！
」

バ
イ
ク
倉
庫
に
い
る
一
人
の
女
性
が
呼
ん
だ
。

「
一
体
何
だ
い
？
ル
リ
子
ち
ゃ
ん
」

呼
ば
れ
た
の
は
立
花
藤
兵
衛
、
こ
の
立
花
レ
ー
シ
ン
グ
の
オ
ー
ナ
ー
だ
。

「
こ
の
バ
イ
ク
何
で
す
か
？
」
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ル
リ
子
は
布
に
包
ま
れ
た
バ
イ
ク
を
見
た
。

「
こ
れ
は
な
、
俺
が
こ
っ
そ
り
毎
晩
手
入
れ
し
て
い
る
バ
イ
ク
だ
。
」

「
な
ん
で
コ
レ
だ
け
特
別
扱
い
な
の
？
」

「
そ
れ
は
な
・
・
・
・
・
」

「
？
？
？
」

「
こ
い
つ
ぁ
、
俺
の
最
高
傑
作
だ
！
」

「
で
も
最
高
傑
作
な
ら
速
く
売
っ
て
、
お
金
に
す
れ
ば
い
い
の
に
」

「
あ
と
少
し
で
、
こ
い
つ
が
役
に
立
つ
気
が
す
る
ん
だ
・
・
・
・
・
・
あ
と
少

し
で
」

「
？
？
？
何
か
よ
く
わ
か
ん
な
い
」

「
は
い
！
よ
い
く
分
か
ら
な
く
て
結
構
！
！
そ
っ
ち
の
工
具
の
入
っ
た
ダ
ン
ボ
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ー
ル
カ
ウ
ン
タ
ー
に
持
っ
て
と
い
て
」

「
は
～
い
・
・
・
・
あ
っ
！
あ
と
で
買
い
物
行
っ
て
い
い
？
」

「
別
に
い
い
よ
」

～
そ
の
後
～

「
～
♪
」

ル
リ
子
は
買
い
物
バ
ッ
ク
に
肩
を
か
け
て
、
歩
い
て
い
た
。

《
・
・
・
ド
ク
ン
・
・
・
ド
ク
ン
・
・
・
ド
ク
ン
・
・
・
》

そ
れ
を
茂
み
か
ら
見
て
い
る
目
が
あ
っ
た
。
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「
キ
シ
ャ
―
―
―
―
―
―
―
―
ッ
」
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【
第
二
章
】

「
キ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
」

茂
み
の
中
か
ら
怪
物
が
ル
リ
子
に
襲
い
か
か
っ
た
。

「
ル
リ
子
！
」

そ
こ
に
い
た
の
は
藤
兵
衛
だ
っ
た
。

「
チ
ィ
ィ
ッ
」

《
ド
ク
ン
・
・
・
・
ド
ク
ン
・
・
・
・
ド
ク
ン
・
・
・
・
》

「
ク
ッ
、
グ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
！
！
！
」

怪
物
は
再
び
も
が
き
苦
し
み
、
茂
み
の
中
へ
と
入
っ
た
。
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「
何
な
ん
だ
・
・
・
・
あ
り
ゃ
ぁ
」

藤
兵
衛
は
呟
く
。

～
そ
の
後
～

怪
物
は
夜
の
廃
墟
に
い
た
。

《
ド
ク
ン
・
・
・
・
ド
ク
ン
・
・
・
・
ド
ク
ン
・
・
・
・
》

「
俺
は
・
・
・
・
・
・
・
何
な
ん
だ
？
」
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す
る
と
不
思
議
と
変
身
が
解
け
る
。

「
今
日
は
こ
こ
で
泊
る
か
・
・
・
・
よ
し
！
明
日
は
久
し
ぶ
り
に
出
か
け
て
み

る
か
・
・
・
・
」

～
次
の
日
～

「
・
・
・
・
・
・
・
・
」

昨
日
怪
物
へ
と
化
し
た
青
年
が
立
花
オ
ー
ト
レ
ー
シ
ン
グ
の
前
に
い
る
。

―
―
―
―
何
だ
？
―
―
―
―
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―
―
―
―
こ
こ
は
不
思
議
と
懐
か
し
い
―
―
―
―

―
―
―
―
取
り
合
え
ず
入
っ
て
み
る
か
―
―
―
―

青
年
は
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
。

「
ア
―
―
―
―
、
は
い
は
～
い
」

中
か
ら
ル
リ
子
が
出
て
く
る
。

「
す
い
ま
せ
ん
、
今
日
っ
て
開
い
て
ま
す
か
？
」

「
す
い
ま
せ
ん
、
今
日
定
休
日
な
ん
で
す
」

「
そ
う
で
す
か
」
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青
年
が
帰
ろ
う
と
し
た
そ
の
時
、

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！
！
！
！
」

「
？
」

青
年
が
振
り
返
る
と
見
覚
え
の
あ
る
顔
だ
っ
た
。

―
―
―
―
何
だ
？
こ
の
気
持
ち
は
―
―
―
―

―
―
―
―
す
ご
く
見
覚
え
の
あ
る
顔
だ
―
―
―
―

―
―
―
あ
！
思
い
だ
し
た
！
！
―
―
―
―

「
お
や
っ
さ
ん
？
」
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「
や
っ
ぱ
り
、
猛
か
！
本
当
に
猛
な
ん
だ
な
！
」

「
は
い
」

―
―
―
―
？
？
？
―
―
―
―

―
―
―
―
何
故
俺
は
「
は
い
」
っ
て
言
っ
た
ん
だ
？
―
―
―
―
―

―
―
―
―
猛
・
・
・
・
そ
れ
が
俺
の
名
前
か
？
―
―
―
―

―
―
―
―
そ
う
だ
、
こ
の
人
は
俺
の
オ
ー
ト
レ
ー
ス
の
師
・
・
・
・
立
花
藤
兵

衛
さ
ん
！
！
―
―
―
―

―
―
―
―
俺
は
・
・
・
・
・
本
郷
猛
！
！
！
―
―
―
―

～
立
花
オ
ー
ト
レ
ー
シ
ン
グ
～

「
お
じ
さ
ん
、
こ
の
人
だ
れ
？
」
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「
あ
っ
、
そ
う
い
え
ば
初
め
て
だ
っ
た
な
」

藤
兵
衛
は
ル
リ
子
に
説
明
す
る
。

「
彼
は
本
郷
猛
、
俺
の
最
高
傑
作
だ
」

「
バ
イ
ク
じ
ゃ
な
く
て
？
」

「
バ
イ
ク
じ
ゃ
な
い
、
人
と
し
て
俺
が
育
て
上
げ
た
最
高
傑
作
だ
」

「
へ
ぇ
～
」

ル
リ
子
は
展
示
し
て
い
る
バ
イ
ク
を
眺
め
て
い
る
猛
を
見
た
。

「
（
ボ
ソ
ッ
と
）
結
構
イ
ケ
メ
ン
じ
ゃ
な
い
」

猛
は
ル
リ
子
を
見
返
す
。
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「
？
」

「
／
／
／
」

ル
リ
子
は
目
を
そ
ら
す
。

こ
れ
が
２
人
の
関
係
の
序
章
だ
っ
た
。
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【
第
三
章
】
（
前
書
き
）

遂
に
０
１
登
場
で
す
！

し
か
し
い
つ
も
よ
り
短
い
で
す
。



26

【
第
三
章
】

～
シ
ョ
ッ
カ
ー
本
部
～

「
お
の
れ
、
ま
だ
本
郷
を
発
見
で
き
ぬ
の
か
！
」

シ
ョ
ッ
カ
ー
幹
部
ゾ
ル
大
佐
が
叫
ん
だ
。

「
ま
ぁ
、
落
ち
着
け
！
今
ま
で
は
戦
闘
員
で
捜
索
さ
せ
て
い
た
が
今
度
は
怪
人

に
行
か
せ
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
」

そ
れ
を
地
獄
大
使
が
な
だ
め
る
。

「
ま
ぁ
、
そ
れ
も
そ
う
か
・
・
・
よ
し
、
ス
パ
イ
ダ
ー
で
も
派
遣
し
よ
う
」

～
立
花
オ
ー
ト
レ
ー
シ
ン
グ
～
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ド
ア
の
前
に
男
が
立
っ
て
い
る
。

「
・
・
・
・
・
」

立
花
藤
兵
衛
が
出
て
く
る
。

「
あ
ん
た
、
何
か
用
か
？
」

男
は
口
を
開
い
た
。

「
本
郷
猛
は
居
る
か
？
」

「
あ
あ
、
い
る
よ
」

「
今
す
ぐ
連
れ
て
こ
い
」

「
分
か
っ
た
」

藤
兵
衛
は
す
ぐ
さ
ま
猛
を
呼
び
に
行
っ
た
。

～
数
分
後
～
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「
は
い
は
い
」

猛
が
出
て
き
た
。

「
お
前
が
本
郷
だ
な
？
」

「
そ
れ
が
？
」

「
こ
っ
ち
へ
来
い
」

～
廃
墟
～

男
は
シ
ョ
ッ
カ
ー
ベ
ル
ト
を
付
け
た
。

「
お
前
を
排
除
す
る
、
本
郷
猛
！
」

男
は
ス
パ
イ
ダ
ー
と
な
っ
た
。



29

「
シ
ョ
ッ
カ
ー
か
！
」

猛
は
ラ
イ
ダ
ー
ベ
ル
ト
《
タ
イ
フ
ー
ン
》
を
と
り
つ
け
た
。

「
さ
ぁ
て
、
ラ
イ
ダ
ー
ベ
ル
ト
の
お
手
並
み
拝
見
と
行
く
か
」

猛
は
特
定
の
構
え
を
と
っ
た
。

「
変
身
！
」

す
る
と
タ
イ
フ
ー
ン
の
風
車
が
回
転
し
、
そ
の
風
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
猛
を
包
ん

だ
。
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「
は
ぁ
っ
！
」

猛
が
振
り
切
る
と
風
が
消
え
て
そ
こ
に
は
怪
人
と
は
ま
た
違
う
姿
を
し
た
、
者

が
立
っ
て
い
た
。
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【
第
四
章
】
（
前
書
き
）

す
い
ま
せ
ん
！
久
々
の
更
新
で
す
！



32

【
第
四
章
】

「
ほ
う
、
そ
れ
が
０
１
シ
ス
テ
ム
の
姿
か
」

「
・
・
・
・
・
・
」

０
１
は
自
分
の
姿
を
見
て
驚
い
て
い
る
。

「
こ
れ
が
０
１
！
」

こ
っ
そ
り
つ
い
て
き
た
藤
兵
衛
は
驚
い
た
。

「
あ
れ
が
猛
！
？
」

ス
パ
イ
ダ
ー
は
０
１
を
挑
発
す
る
。

「
さ
っ
さ
と
か
か
っ
て
こ
い
！
」

「
は
ぁ
っ
！
」

０
１
は
ス
パ
イ
ダ
ー
に
襲
い
掛
か
っ
た
。

「
お
ら
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
」

し
か
し
０
１
が
攻
撃
を
す
る
前
に
ス
パ
イ
ダ
ー
は
口
か
ら
糸
を
吐
き
０
１
を
縛

り
壁
に
打
ち
付
け
た
。
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「
く
っ
」

０
１
は
そ
の
場
に
倒
れ
た
。

「
は
っ
は
ー
！
ま
だ
力
を
使
い
こ
な
せ
て
な
い
ら
し
い
な
！
」

「
く
そ
っ
」

０
１
は
糸
を
解
こ
う
と
す
る
が
外
れ
な
い
。

「
無
駄
無
駄
！
そ
い
つ
は
か
な
り
頑
丈
だ
ぜ
！
」

「
う
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
！
」

タ
イ
フ
ー
ン
の
中
央
に
あ
る
風
車
を
逆
回
転
さ
せ
大
き
な
風
を
起
こ
し
た
。

「
チ
イ
ィ
、
な
ん
だ
こ
の
力
は
！
」

踏
ん
ば
ら
な
い
と
体
を
支
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
風
が
ス
パ
イ
ダ
ー
を
襲
い
、
そ

れ
と
と
も
に
風
の
パ
ワ
ー
で
０
１
を
縛
っ
て
い
た
糸
が
消
滅
し
た
。

「
は
ぁ
っ
、
は
ぁ
っ
！
」
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風
の
消
滅
と
と
も
に
０
１
の
変
身
が
解
け
た
。

「
猛
！
」

藤
兵
衛
は
思
わ
ず
本
郷
の
前
に
駆
け
寄
っ
た
。

「
な
ん
だ
ジ
ジ
イ
！
」

「
こ
れ
以
上
猛
に
手
を
出
す
な
！
」

本
郷
は
遠
の
い
て
い
く
意
識
の
中
で
目
を
開
け
た
。

「
・
・
・
・
・
・
お
や
っ
さ
ん
」

「
ま
あ
い
い
、
２
人
ま
と
め
て
地
獄
へ
送
っ
て
や
る
！
」

ス
パ
イ
ダ
ー
は
腕
に
装
備
さ
れ
て
い
た
ナ
イ
フ
を
取
り
出
し
た
。

「
死
ね
え
え
え
え
え
！
」

そ
の
時
バ
イ
ク
の
爆
音
が
鳴
り
響
い
た
。

「
何
だ
？
」

「
は
っ
」
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突
然
乱
入
し
た
バ
イ
ク
は
ス
パ
イ
ダ
ー
に
突
撃
し
た
。

「
ぐ
は
っ
！
」

ス
パ
イ
ダ
ー
は
跳
ね
飛
ば
さ
れ
た
。

「
フ
ゥ
ー
」

男
は
バ
イ
ク
か
ら
降
り
本
郷
の
方
を
見
た
。

「
お
前
が
０
１
か
」

「
あ
ん
た
は
？
」

「
・
・
・
・
・
」

男
は
質
問
に
答
え
ず
ス
パ
イ
ダ
ー
の
ほ
う
を
見
た
。

「
改
造
人
間
っ
て
の
も
そ
こ
ま
で
強
く
な
い
ん
だ
な
ぁ
」

「
何
だ
と
！
戦
闘
員
！
」

ス
パ
イ
ダ
ー
が
叫
ぶ
と
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
マ
ス
ク
を
か
ぶ
っ
た
５
人
の
兵
士

が
現
れ
た
。

「
お
い
お
い
、
６
人
は
卑
怯
だ
ろ
！
」
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男
は
バ
イ
ク
の
ヘ
ッ
ド
ギ
ア
か
ら
タ
イ
フ
ー
ン
に
疑
似
し
て
い
る
ベ
ル
ト
を
出

し
、
腰
に
装
着
し
た
。

「
変
身
」

チ
ェ
ン
ジ

す
る
と
男
の
体
が
特
殊
な
黒
い
ス
ー
ツ
で
包
ま
れ
男
は
さ
ら
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

ヘ
ッ
ド
ギ
ア
か
ら
だ
し
、
か
ぶ
っ
た
。

「
何
だ
お
前
？
」

「
俺
は
滝
和
也
、
言
う
な
ら
ば
『
仮
面
兵
士
だ
」

た
き
か
ず
や

マ
ス
ク
ド
・
ソ
ル
ジ
ャ
ー

こ
れ
が
こ
れ
か
ら
０
１
達
と
協
力
す
る
こ
と
と
な
る
滝
和
也
と
の
出
会
い
だ
っ

た
。



37

【
第
五
章
】
（
前
書
き
）

こ
れ
か
ら
仮
面
兵
士
は
ソ
ル
ジ
ャ
ー
っ
て
い
う
風
に
書
き
ま
す
。
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【
第
五
章
】

「
何
を
し
て
い
る
！
さ
っ
さ
と
殺
れ
！
」

「
「
「
「
「
イ
ー
ッ
」
」
」
」
」

５
人
の
戦
闘
員
は
ソ
ル
ジ
ャ
ー
に
襲
い
か
か
っ
た
。

「
お
ら
ぁ
っ
！
は
ぁ
っ
！
」

ソ
ル
ジ
ャ
ー
は
ま
ず
１
人
目
の
戦
闘
員
の
腹
部
を
殴
り
、
２
人
目
の
戦
闘
員
に

回
し
蹴
り
を
決
め
た
。

「
は
ぁ
っ
！
ど
り
ゃ
ぁ
！
」

３
人
目
、
４
人
目
を
倒
し
て
最
後
の
一
人
を
倒
そ
う
と
し
た
と
き
５
人
目
の
戦

闘
員
は
ソ
ル
ジ
ャ
ー
の
後
ろ
に
回
り
込
み
ソ
ル
ジ
ャ
ー
の
身
を
封
じ
た
。

「
お
ら
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
」

そ
こ
に
ス
パ
イ
ダ
ー
が
ソ
ル
ジ
ャ
ー
に
蹴
り
を
入
れ
た
。

「
く
っ
」

「
ど
う
し
た
！
こ
れ
じ
ゃ
手
も
足
も
で
ね
ぇ
っ
て
か
？
」

ス
パ
イ
ダ
ー
は
ソ
ル
ジ
ャ
ー
を
蹴
り
ま
く
っ
た
。
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「
く
っ
、
し
か
た
ね
ぇ
・
・
・
・
試
作
段
階
だ
が
使
っ
て
み
る
か
」

ソ
ル
ジ
ャ
ー
は
戦
闘
員
を
振
り
ほ
ど
き
、
ス
パ
イ
い
ダ
ー
か
ら
距
離
を
置
い
た
。

「
い
く
ぜ
、
ラ
イ
ド
ル
！
」

ソ
ル
ジ
ャ
ー
は
赤
い
グ
リ
ッ
プ
の
よ
う
な
も
の
を
取
り
出
し
、
Ｓ
の
ボ
タ
ン
を

押
し
た
。

「
ラ
イ
ド
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
！
」

す
る
と
赤
い
グ
リ
ッ
プ
が
伸
び
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
状
の
も
の
に
な
っ
た
。

「
は
あ
っ
！
」

「
何
っ
」

ソ
ル
ジ
ャ
ー
は
高
く
飛
び
上
が
り
、
落
下
ス
ピ
ー
ド
に
乗
せ
て
戦
闘
員
の
脳
天

に
ラ
イ
ド
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
た
た
き
つ
け
た
。

「
ラ
イ
ド
ル
脳
天
割
！
」

「
イ
ー
ッ
！
」

戦
闘
員
は
そ
の
場
に
倒
れ
た
。

「
さ
ぁ
、
残
り
は
お
前
だ
け
だ
ぞ
？
」
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「
く
そ
っ
！
」

ス
パ
イ
ダ
ー
は
空
高
く
飛
び
上
が
り
姿
を
消
し
た
。

「
ケ
ッ
、
逃
げ
た
か
」

ソ
ル
ジ
ャ
ー
は
変
身
を
解
い
た
。

「
お
前
が
０
１
か
」

男
は
本
郷
の
ほ
う
を
見
た
。

「
あ
ん
た
は
何
な
ん
だ
？
」

藤
兵
衛
の
質
問
に
男
は
答
え
た
。

「
俺
は
滝
和
也
。
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
対
シ
ョ
ッ
カ
ー
部
隊
隊
員
だ
」

「
そ
ん
な
や
つ
が
な
ぜ
こ
こ
に
？
」

「
話
は
後
だ
、
取
り
敢
え
ず
こ
い
つ
を
家
に
連
れ
て
く
ぞ
」

「
お
、
お
う
」
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～
立
花
オ
ー
ト
レ
ー
シ
ン
グ
～

「
キ
ャ
ッ
！
猛
さ
ん
ど
う
し
ち
ゃ
っ
た
の
？
」

ル
リ
子
は
傷
だ
ら
け
の
本
郷
を
見
て
驚
く
。

「
は
い
は
い
ど
い
て
、
お
嬢
ち
ゃ
ん
」

滝
は
本
郷
を
抱
え
な
が
ら
寝
室
へ
と
急
い
だ
。

「
ね
え
、
あ
の
人
は
？
」

「
俺
も
よ
う
わ
か
ら
ん
」

～
寝
室
～

そ
こ
に
は
ベ
ッ
ド
に
本
郷
が
ぐ
っ
す
り
と
眠
っ
て
い
た
。

「
で
さ
っ
き
の
続
き
だ
が
、
俺
は
シ
ョ
ッ
カ
ー
を
追
っ
て
日
本
に
来
た
。
」

「
猛
は
ど
う
な
っ
ち
ま
っ
た
ん
だ
？
」

そ
の
本
郷
の
横
で
滝
と
藤
兵
衛
が
話
を
し
て
い
る
。
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「
本
郷
猛
。
奴
は
Ｉ
Ｑ
６
０
０
を
持
つ
と
い
わ
れ
る
頭
脳
明
晰
で
オ
ー
ト
レ
ー

ス
で
も
か
な
り
の
腕
前
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
万
能
な
能
力
に
、
こ
の
世
の
闇
社
会

の
黒
幕
の
シ
ョ
ッ
カ
ー
が
目
を
付
け
た
。
奴
ら
の
真
の
目
的
は
《
世
界
征
服
》
。

そ
ん
な
や
つ
ら
に
本
郷
は
拉
致
さ
れ
改
造
さ
れ
、
改
造
人
間
ホ
ッ
パ
ー
と
な
っ

た
。
そ
し
て
半
年
前
に
開
催
さ
れ
た
シ
ョ
ッ
カ
ー
コ
ロ
シ
ア
ム
。
こ
の
大
会
は

改
造
人
間
が
戦
い
、
優
勝
し
た
も
の
に
シ
ョ
ッ
カ
ー
が
開
発
し
た
ベ
ル
ト
《
タ

イ
フ
ー
ン
》
が
渡
さ
れ
た
。
そ
の
パ
ワ
ー
は
超
人
的
で
使
い
こ
な
せ
れ
ば
他
の

改
造
人
間
な
ん
て
屁
で
も
な
い
く
ら
い
の
強
さ
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
見
事
大
会
の
優
勝
者
に
輝
い
た
の
は
ホ
ッ
パ
ー
こ
と
本

郷
だ
っ
た
。
し
か
し
タ
イ
フ
ー
ン
を
付
け
た
も
の
は
今
ま
で
の
記
憶
を
す
べ
て

除
去
し
た
だ
シ
ョ
ッ
カ
ー
に
忠
誠
を
誓
う
サ
イ
ボ
ー
グ
と
化
す
手
術
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
手
術
中
に
本
郷
は
逃
げ
出
し
た
。
脳
手
術
の

途
中
で
抜
け
出
し
た
た
め
自
分
が
誰
だ
か
わ
か
ら
ず
、
た
び
た
び
来
る
シ
ョ
ッ

カ
ー
部
隊
に
ホ
ッ
パ
ー
と
な
り
対
抗
し
て
い
た
。
し
か
し
手
術
の
シ
ョ
ッ
ク
か

ら
か
シ
ョ
ッ
カ
ー
ベ
ル
ト
を
付
け
る
と
暴
走
し
、
夜
な
夜
な
人
を
襲
っ
て
い
た

と
い
う
。
」

「
ち
ょ
っ
と
待
て
、
っ
て
こ
と
は
こ
の
前
ル
リ
子
が
襲
わ
れ
た
怪
人
は
猛
だ
っ

て
い
う
の
か
！
？
」

「
あ
あ
、
た
ぶ
ん
な
」

「
猛
に
そ
ん
な
過
去
が
あ
っ
た
な
ん
て
」

「
俺
も
か
な
り
調
べ
た
か
ら
な
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
捜
査
力
を
な
め
ち
ゃ
い
け
ね
ぇ
ぜ
」
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こ
れ
が
本
郷
猛
の
過
去
だ
っ
た
。
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【
第
五
章
】
（
後
書
き
）

ど
う
も
元
気
丸
で
す
。

ソ
ル
ジ
ャ
ー
の
ラ
イ
ド
ル
は
Ｆ
Ｂ
Ｉ
と
神
敬
介
（
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｘ
）
の
父
、

神
啓
太
郎
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
後
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
Ｘ
ラ
イ
ダ
ー
へ
と
受
け

継
が
れ
る
み
た
い
な
感
じ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
頭
に
浮
か
ん
だ
の
で
書
い
て
み
ま

し
た
。

恐
ら
く
今
後
Ｘ
ラ
イ
ダ
ー
は
出
ま
せ
ん
が
ね
。

で
は
、
次
回
を
お
楽
し
み
に
♪
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【
第
六
章
】

「
ん
・
・
・
・
！
」

本
郷
は
目
を
覚
ま
し
た
。

「
こ
こ
は
・
・
・
・
？
」

本
郷
の
起
床
に
隣
の
椅
子
に
座
っ
て
い
た
ル
リ
子
が
気
付
い
た
。

「
滝
さ
ん
！
お
じ
さ
ん
！
本
郷
さ
ん
が
起
き
ま
し
た
ぁ
！
」

す
る
と
藤
兵
衛
と
滝
が
走
っ
て
き
た
。

「
お
お
、
猛
！
」

「
や
っ
と
お
目
覚
め
の
よ
う
だ
な
」

「
お
や
っ
さ
ん
、
俺
は
？
」

そ
れ
に
滝
が
答
え
る
。

「
お
前
は
丸
一
日
寝
て
い
た
ん
だ
ぜ
？
」

「
丸
一
日
？
」

「
あ
あ
」
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「
っ
て
か
あ
ん
た
は
？
」

「
説
明
は
後
、
飯
食
っ
た
ら
表
出
な
」

「
？
？
？
？
」

～
立
花
オ
ー
ト
レ
ー
シ
ン
グ
前
～

食
事
が
す
ん
だ
本
郷
は
そ
と
で
待
っ
て
る
滝
野
の
も
と
へ
向
か
っ
た
。

「
飯
食
っ
た
か
？
」

「
あ
あ
」

「
じ
ゃ
行
く
ぞ
、
つ
い
て
こ
い
」

滝
は
バ
イ
ク
に
ま
た
が
っ
た
。

「
お
い
、
待
っ
て
く
れ
。
俺
に
は
バ
イ
ク
が
無
い
」

「
そ
れ
な
ら
心
配
な
い
」

藤
兵
衛
が
店
か
ら
出
て
き
た
。

「
猛
、
お
前
に
渡
し
た
い
も
の
が
あ
る
」

～
バ
イ
ク
倉
庫
～
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そ
こ
に
は
一
つ
だ
け
シ
ー
ツ
が
か
ぶ
せ
て
あ
る
バ
イ
ク
が
あ
っ
た
。

「
お
や
っ
さ
ん
、
こ
れ
は
？
」

「
お
前
が
い
つ
か
帰
っ
て
く
る
よ
う
に
と
、
俺
が
お
前
の
前
の
バ
イ
ク
を
改
良

し
て
常
に
手
入
れ
を
怠
ら
な
か
っ
た
バ
イ
ク
《
サ
イ
ク
ロ
ン
》
だ
」

「
こ
れ
が
、
俺
の
バ
イ
ク
？
」

藤
兵
衛
が
そ
の
シ
ー
ツ
を
剥
が
し
た
。

「
お
い
、
早
く
し
ろ
！
」

滝
が
倉
庫
の
入
り
口
で
待
っ
て
い
た
。

「
お
、
お
う
」

本
郷
は
サ
イ
ク
ロ
ン
に
鍵
を
入
れ
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
、
滝
と
と
も
に
走
り
去
っ

て
い
っ
た
。

藤
兵
衛
は
つ
ぶ
や
い
た
。

「
頑
張
れ
よ
、
本
郷
」

～
森
～
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２
人
は
森
の
奥
深
く
で
バ
イ
ク
を
止
め
た
。

「
何
な
ん
だ
、
こ
ん
な
と
こ
ま
で
連
れ
て
き
て
。
大
体
お
前
は
何
な
ん
だ
！
」

本
郷
の
声
が
森
に
木
霊
し
た
。

「
俺
か
？
俺
は
シ
ョ
ッ
カ
ー
だ
」

「
シ
ョ
ッ
カ
ー
だ
と
？
」

「
ど
う
し
た
？
こ
の
間
の
負
け
が
ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ
ち
ま
っ
た
か
ぁ
？
」

「
く
っ
・
・
・
貴
様
！
」

「
か
か
っ
て
こ
い
よ
！
」

２
人
は
腰
に
ベ
ル
ト
を
着
け
、
叫
ん
だ
。

「
変
身
！
」

「
変
身
」

チ
ェ
ン
ジ

滝
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
２
人
は
そ
れ
ぞ
れ
変
身
し
た
。

「
う
お
お
お
お
お
お
お
お
！
」

「
は
っ
！
」
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０
１
は
殴
り
か
か
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
を
ソ
ル
ジ
ャ
ー
は
ヒ
ラ
リ
と
か
わ
し
た
。

「
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
、
俺
は
た
お
せ
な
い
ぜ
ぇ
？
」

「
く
そ
っ
！
」

０
１
と
ソ
ル
ジ
ャ
ー
と
の
戦
い
が
続
い
た
。

「
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
だ
！
」

ソ
ル
ジ
ャ
ー
は
２
丁
の
拳
銃
を
取
り
出
し
、
連
射
し
た
。

「
く
っ
」

し
か
し
０
１
は
耐
え
た
。

「
い
つ
ま
で
耐
え
ら
れ
る
か
ぁ
？
」

ソ
ル
ジ
ャ
ー
は
即
座
に
回
り
込
み
、
飛
び
上
が
っ
た
。

「
ラ
イ
ド
ル
脳
天
割
！
」

０
１
は
ソ
ル
ジ
ャ
ー
の
ラ
イ
ド
ル
脳
天
割
を
か
わ
し
た
。

「
ジ
ャ
ン
プ
力
だ
っ
た
ら
、
こ
っ
ち
の
方
が
あ
る
ぜ
！
」

０
１
は
大
き
く
飛
び
上
が
り
、
空
中
か
ら
加
速
を
つ
け
て
ソ
ル
ジ
ャ
ー
に
蹴
り
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を
決
め
た
。

「
ぐ
は
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
！
」

ソ
ル
ジ
ャ
ー
の
変
身
が
解
け
腰
に
つ
け
て
い
た
ベ
ル
ト
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
。

「
ち
ぇ
っ
、
こ
れ
じ
ゃ
あ
当
分
変
身
で
き
ね
ぇ
や
」

０
１
は
尋
ね
る
。

「
お
前
、
シ
ョ
ッ
カ
ー
じ
ゃ
な
い
な
？
」

「
あ
あ
、
騙
し
て
す
ま
な
か
っ
た
。
俺
は
Ｆ
Ｂ
Ｉ
捜
査
官
滝
和
也
だ
」

「
Ｆ
Ｂ
Ｉ
？
」

「
ほ
ん
と
は
お
前
な
ん
か
に
協
力
し
た
か
な
い
ん
だ
け
ど
ね
、
上
か
ら
の
命
令

で
さ
」

「
っ
て
こ
と
は
今
の
は
」

「
お
前
の
必
殺
技
の
テ
ス
ト
だ
」

「
何
？
」

「
お
前
の
飛
蝗
の
能
力
を
生
か
し
た
、
ジ
ャ
ン
プ
か
ら
の
と
び
蹴
り
は
ど
ん
な

怪
人
で
も
イ
チ
コ
ロ
さ
！
」
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「
ま
さ
か
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
た
と
は
な
ぁ
！
」

２
人
が
見
た
先
に
は
変
身
前
の
ス
パ
イ
ダ
ー
が
立
っ
て
い
た
。

「
こ
の
間
は
や
っ
て
く
れ
た
け
ど
、
今
日
こ
そ
ぶ
っ
殺
し
て
や
る
」

シ
ョ
ッ
カ
ー
ベ
ル
ト
を
付
け
、
変
身
し
た
ス
パ
イ
ダ
ー
は
０
１
に
殴
り
掛
か
っ

た
。

「
死
ね
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
！
」

「
と
う
！
」

０
１
は
そ
れ
を
か
わ
し
、
空
高
く
飛
び
あ
が
っ
た
。

「
何
っ
！
？
」

「
は
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

ス
パ
イ
ダ
ー
目
掛
け
て
０
１
は
と
び
蹴
り
を
し
た
。

「
ぐ
・
・
・
・
お
の
れ
０
１
！
こ
れ
で
終
わ
っ
た
と
思
う
な
！
シ
ョ
ッ
カ
ー
は

お
前
を
探
す
と
同
時
に
世
界
征
服
の
計
画
を
徐
々
に
実
行
さ
せ
て
い
る
・
・
・
・
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ど
っ
ち
道
お
前
の
負
け
だ
！
」

ス
パ
イ
ダ
ー
は
そ
う
言
い
残
し
て
爆
死
し
た
。

～
夜
の
教
会
～

そ
こ
に
は
一
人
の
男
と
神
父
が
い
た
。

「
何
用
で
す
か
？
こ
ん
な
夜
中
に
神
父
さ
ん
」

「
あ
な
た
は
神
に
愛
さ
れ
て
い
な
い
」

「
お
い
お
い
、
俺
も
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
だ
。
そ
ん
な
こ
と
言
う
も
ん
じ
ゃ
な

い
ぞ
」

「
い
い
え
、
あ
な
た
は
愛
さ
れ
て
な
い
ん
で
す
。
し
か
し
私
は
愛
さ
れ
て
い
る
」

「
ど
う
い
う
こ
と
だ
！
神
は
平
等
に
愛
す
る
と
い
つ
も
あ
ん
た
は
言
っ
て
い
る

じ
ゃ
な
い
か
！
」

「
そ
れ
は
あ
な
た
が
人
間
だ
か
ら
で
す
。
人
間
は
愛
さ
れ
な
い
」

「
あ
ん
た
も
人
間
だ
ろ
う
が
！
」
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「
い
い
え
、
私
は
・
・
・
・
・
」

神
父
は
シ
ョ
ッ
カ
ー
ベ
ル
ト
を
付
け
た
。

「
・
・
・
・
・
愛
さ
れ
る
も
の
で
す
」

神
父
は
蝙
蝠
男
へ
と
姿
が
変
わ
っ
た
。
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【
第
六
章
】
（
後
書
き
）

ス
パ
イ
ダ
ー
の
死
に
方
が
結
構
あ
っ
け
な
か
っ
た
気
が
す
る
。
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【
第
七
章
】

～
あ
る
夜
の
街
～

「
逃
げ
ろ
っ
、
早
く
！
」

２
人
の
男
女
が
何
か
か
ら
逃
げ
て
い
る
。

「
で
も
あ
れ
何
？
」

「
ん
な
こ
と
知
る
か
、
速
く
走
れ
！
」

『
ア
ア
・
・
・
・
タ
ス
ケ
テ
ク
レ
・
・
・
』

男
女
の
後
ろ
に
は
無
数
の
白
目
を
む
き
、
ヨ
ロ
ヨ
ロ
歩
き
な
が
ら
く
る
ゾ
ン
ビ

た
ち
だ
っ
た
。

『
ダ
レ
カ
ァ
・
・
・
・
』

「
何
っ
？
」

「
キ
ャ
ア
ッ
！
」

す
る
と
男
女
の
前
に
も
た
く
さ
ん
の
ゾ
ン
ビ
だ
っ
た
。

「
囲
ま
れ
た
か
」
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「
ど
う
す
る
の
？
」

「
洋
子
、
逃
げ
ろ
っ
！
」

男
は
女
を
突
き
飛
ば
し
た
。

「
浩
は
？
」

「
こ
こ
は
俺
が
食
い
止
め
る
、
そ
の
間
に
お
前
は
逃
げ
る
ん
だ
！
」

「
そ
ん
な
こ
と
で
き
な
い
わ
」

「
こ
こ
で
２
人
と
も
死
ぬ
よ
り
ま
し
だ
ろ
！
早
く
！
」

「
・
・
・
・
・
・
ッ
」

女
は
涙
を
流
し
な
が
ら
走
り
始
め
た
。

「
さ
ぁ
、
来
や
が
れ
化
け
物
共
！
」

『
ウ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
』

無
数
の
ゾ
ン
ビ
が
男
を
囲
み
、
襲
っ
た
。

「
浩
ー
ッ
！
」

ゾ
ン
ビ
の
襲
撃
が
終
わ
る
と
変
わ
り
果
て
た
男
の
姿
が
あ
っ
た
。
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『
ヨ
ウ
コ
・
・
・
・
・
ニ
ゲ
・
・
・
・
ロ
・
・
・
』

「
キ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ
」

女
は
走
り
去
っ
て
行
っ
た
。

そ
れ
を
一
人
の
神
父
が
木
に
逆
さ
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
見
て
い
た
。

「
ク
ク
ク
・
・
・
・
・
逃
げ
て
も
無
駄
だ
と
い
う
の
に
」

～
立
花
オ
ー
ト
レ
ー
シ
ン
グ
～

「
な
ぁ
、
本
郷
」

「
何
だ
？
」

滝
は
朝
か
ら
猛
に
新
聞
を
見
せ
る
。

「
夜
な
夜
な
吸
血
鬼
に
襲
わ
れ
る
怪
事
件
だ
っ
て
よ
」

「
何
だ
そ
れ
、
都
市
伝
説
か
何
か
か
？
」

「
マ
ジ
だ
っ
て
、
証
拠
だ
っ
て
あ
る
ん
だ
ぜ
？
」
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「
証
拠
っ
た
っ
て
証
言
や
、
合
成
写
真
だ
ろ
？
」

「
お
前
は
信
じ
ね
ぇ
の
か
？
」

「
そ
ん
な
非
現
実
的
な
も
の
信
じ
る
か
っ
て
の
」

そ
う
い
う
と
猛
は
出
か
け
た
。

「
改
造
人
間
も
非
現
実
的
だ
ろ
う
が
・
・
・
」

～
街
～

「
～
♪
」

ル
リ
子
は
街
で
買
い
物
を
し
て
い
た
。

「
そ
ろ
そ
ろ
帰
ろ
」

ル
リ
子
は
少
し
街
か
ら
離
れ
た
道
を
通
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

『
タ
ス
ケ
テ
・
・
・
・
・
ク
レ
』

「
？
」

ル
リ
子
は
後
ろ
を
振
り
向
い
た
。
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す
る
と
１
０
体
の
ゾ
ン
ビ
が
ル
リ
子
の
後
を
追
っ
て
い
た
。

「
な
、
何
？
」

「
ル
リ
子
さ
ん
！
」

「
猛
さ
ん
！
」

そ
こ
に
猛
が
駆
け
つ
け
た
。

「
大
丈
夫
で
す
か
？
」

「
は
い
、
で
も
な
ん
で
こ
こ
が
？
」

「
聞
こ
え
る
ん
で
す
よ
、
俺
と
同
じ
改
造
人
間
が
人
を
襲
う
と
こ
ろ
、
そ
し
て

襲
わ
れ
る
人
の
悲
鳴
が
！
」

「
俺
と
同
じ
っ
て
・
・
・
・
？
」

「
見
て
て
く
だ
さ
い
、
俺
の
本
当
の
姿
を
！
」

す
る
と
猛
は
腰
に
タ
イ
フ
ー
ン
を
つ
け
る
と
自
動
的
に
ベ
ル
ト
が
巻
か
れ
た
。

「
変
身
！
」
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猛
は
特
定
の
構
え
を
と
り
、
変
身
し
た
。

『
グ
ハ
ァ
ァ
ッ
』

ゾ
ン
ビ
の
一
人
は
０
１
に
殴
ら
れ
血
を
吐
い
て
倒
れ
た
。

「
血
？
・
・
・
ま
さ
か
こ
い
つ
等
！
」

バ
サ
ッ
バ
サ
ッ
バ
サ
ッ

「
そ
の
通
り
で
す
」

突
然
上
空
か
ら
翼
の
生
え
た
神
父
が
現
れ
た
。

「
シ
ョ
ッ
カ
ー
か
っ
！
？
」

「
我
が
名
は
ホ
ー
マ
ー
・
ミ
ラ
ー
、
近
く
の
教
会
で
神
父
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
の
名
を
《
バ
ッ
ト
》
」

「
そ
の
神
父
が
何
の
用
だ
」

「
０
１
・
・
・
・
彼
ら
は
人
間
で
す
、
た
だ
私
が
作
り
上
げ
た
ウ
ィ
ル
ス
に
感

染
し
た
だ
け
で
す
」

「
つ
ま
り
、
貴
様
を
倒
さ
な
い
と
こ
い
つ
ら
は
治
ら
な
い
わ
け
だ
」

「
ま
、
そ
う
い
う
こ
と
で
す
か
ね
」
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そ
う
い
う
と
ミ
ラ
ー
神
父
は
腰
に
シ
ョ
ッ
カ
ー
ベ
ル
ト
を
つ
け
た
。

「
０
１
、
あ
な
た
は
神
に
牙
を
む
い
た
・
・
・
・
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
」

「
お
前
が
言
う
神
は
、
大
首
領
の
こ
と
か
！
」

０
１
は
バ
ッ
ト
に
殴
り
か
か
っ
た
。

「
フ
ン
！
」

バ
ッ
ト
は
そ
の
攻
撃
を
避
け
た
。

「
残
念
で
す
ね
、
今
日
は
こ
の
後
用
事
が
あ
り
ま
し
て
ね
・
・
・
ま
た
今
度
会

い
ま
し
ょ
う
」

そ
の
ま
ま
バ
ッ
ト
は
飛
び
上
が
り
、
去
っ
て
行
っ
た
。

「
ク
ッ
」

本
郷
は
変
身
を
解
い
た
。

「
ね
ぇ
、
猛
さ
ん
！
」

ル
リ
子
が
本
郷
近
づ
い
て
く
る
。
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「
ど
う
い
う
こ
と
、
説
明
し
て
！
」

「
・
・
・
・
・
・
（
汗
」
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【
第
八
章
】

～
立
花
オ
ー
ト
レ
ー
シ
ン
グ
～

猛
は
ル
リ
子
に
今
ま
で
の
こ
と
を
全
て
話
し
た
。

シ
ョ
ッ
カ
ー
の
こ
と
、
０
１
の
こ
と
、
滝
や
、
こ
の
間
ル
リ
子
を
襲
っ
た
怪
物

の
正
体
が
猛
だ
と
い
う
こ
と
。

「
そ
ん
な
・
・
・
・
・
猛
さ
ん
が
」

「
本
郷
、
説
明
は
こ
ん
く
ら
い
に
し
て
奴
ら
の
居
場
所
を
突
き
止
め
る
ぞ
」

「
あ
あ
、
確
か
奴
ら
は
近
く
の
教
会
に
居
る
ら
し
い
」

「
じ
ゃ
あ
、
そ
こ
に
行
く
か
」

「
待
て
、
あ
の
無
数
の
ゾ
ン
ビ
達
は
ど
う
す
る
？
中
身
は
人
間
だ
」

「
心
配
無
用
！
」

と
言
う
と
滝
は
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
か
ら
ラ
イ
フ
ル
を
取
り
出
し
た
。

「
こ
い
つ
で
仕
留
め
る
」

「
だ
か
ら
相
手
は
人
間
だ
っ
て
言
っ
て
ん
だ
ろ
！
」

「
バ
カ
言
え
、
こ
い
つ
の
先
端
に
こ
い
つ
を
装
着
す
る
ん
だ
よ
」
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「
そ
れ
は
？
」

滝
は
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
に
入
っ
て
い
た
も
う
１
つ
の
ロ
ケ
ッ
ト
弾
頭
を
取
り

出
し
、
装
填
し
た
。

「
高
性
能
ス
リ
ー
プ
弾
だ
」

「
麻
酔
弾
か
」

「
そ
う
だ
、
こ
い
つ
は
動
物
だ
っ
た
ら
必
ず
睡
眠
状
態
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ス
リ
ー
プ

る
。
行
く
ぞ
本
郷
！
」

「
あ
あ
」

滝
と
本
郷
は
バ
イ
ク
に
乗
り
走
り
去
っ
て
い
っ
た
。

「
ル
リ
子
ち
ゃ
ん
？
」

「
・
・
・
・
」

涙
ぐ
む
ル
リ
子
に
藤
兵
衛
は
コ
ー
ヒ
ー
を
差
し
出
す
。

「
そ
り
ゃ
あ
、
最
初
は
誰
で
も
驚
く
よ
。
俺
も
最
初
聞
い
た
時
は
驚
い
た
」

「
お
じ
さ
ん
、
知
っ
て
い
た
の
？
」

「
俺
も
最
近
知
っ
た
ん
だ
」

「
私
、
ど
う
す
れ
ば
」
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「
ル
リ
子
ち
ゃ
ん
が
つ
ら
い
の
は
解
る
。
で
も
、
一
番
つ
ら
い
の
は
猛
な
ん
だ
。

あ
い
つ
は
今
ま
で
孤
独
で
戦
っ
て
き
た
。
我
々
は
そ
の
事
実
を
受
け
止
め
な
き

ゃ
い
け
な
い
、
そ
う
だ
ろ
？
」

「
・
・
・
・
・
う
ん
」

「
我
々
が
協
力
す
る
ん
だ
よ
、
猛
に
。
そ
う
す
れ
ば
あ
い
つ
の
孤
独
は
解
放
さ

れ
る
」

「
・
・
・
・
・
」

「
ま
ぁ
、
結
局
決
ま
る
の
は
自
分
自
身
だ
。
今
後
ル
リ
子
ち
ゃ
ん
が
ど
う
す
る

か
は
自
分
の
胸
に
手
を
当
て
て
考
え
れ
ば
い
い
よ
」

～
夜
の
教
会
～

「
本
郷
、
こ
こ
で
間
違
い
な
い
な
？
」

「
あ
あ
、
恐
ら
く
な
」

滝
と
本
郷
は
バ
イ
ク
か
ら
降
り
、
教
会
の
扉
の
前
で
立
ち
止
ま
っ
た
。

「
行
く
ぞ
」

「
お
う
！
」
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本
郷
は
扉
を
開
け
た
。

「
フ
フ
フ
フ
フ
、
や
は
り
来
ま
し
た
か
・
・
・
・
・
」

「
「
！
？
」
」

２
人
の
前
に
は
ミ
ラ
ー
神
父
が
立
っ
て
い
た
。

「
神
の
お
告
げ
で
来
る
こ
と
は
解
っ
て
い
ま
し
た
・
・
・
・
・
そ
し
て
、
貴
方

達
が
死
ぬ
こ
と
も
！
」

「
ケ
ッ
、
不
気
味
な
野
郎
だ
ぜ
」

「
殺
り
な
さ
い
、
神
に
愛
さ
れ
し
も
の
た
ち
よ
・
・
・
・
あ
の
虫
け
ら
を
食
い

殺
し
な
さ
い
！
」

『
ウ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
』

２
人
の
前
に
無
数
の
ゾ
ン
ビ
が
立
ち
は
だ
か
る
。

「
変
身
」

チ
ェ
ン
ジ

「
変
身
！
」

２
人
は
そ
れ
ぞ
れ
変
身
し
た
。
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「
滝
！
」

「
お
う
よ
、
喰
ら
え
っ
！
」

ソ
ル
ジ
ャ
ー
は
ス
リ
ー
プ
弾
を
装
填
し
た
ラ
イ
フ
ル
を
構
え
、
発
射
し
た
。

ド
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ン

ス
リ
ー
プ
弾
は
空
中
で
爆
発
し
、
中
か
ら
煙
幕
が
広
が
っ
た
。

「
グ
ッ
、
何
だ
こ
れ
は
っ
！
」

「
心
配
す
る
な
、
改
造
人
間
に
は
効
か
ね
ぇ
よ
」

『
ウ
ウ
・
・
・
・
・
』

ゾ
ン
ビ
た
ち
は
次
々
と
倒
れ
て
い
っ
た
。

「
本
郷
、
後
は
頼
ん
だ
！
」

０
１
は
頷
き
、
ミ
ラ
ー
神
父
の
方
を
見
た
。

「
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
で
１
対
１
の
対
決
が
で
き
る
わ
け
で
す
か
」
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す
る
と
ミ
ラ
ー
神
父
は
不
思
議
な
笑
み
を
浮
か
べ
た
。

「
な
ら
ば
私
も
」

ミ
ラ
ー
神
父
は
腰
に
シ
ョ
ッ
カ
ー
ベ
ル
ト
を
装
着
し
―
―
―
―

「
本
気
を
出
し
ま
し
ょ
う
」

―
―
―
―
変
身
し
た
。

「
ハ
ッ
！
」

バ
ッ
ト
は
空
中
に
飛
び
上
が
っ
た
。

「
私
も
こ
う
見
え
て
シ
ョ
ッ
カ
ー
コ
ロ
シ
ア
ム
で
決
勝
ま
で
行
き
ま
し
た
か
ら

ね
、
そ
れ
な
り
の
実
力
は
あ
り
ま
す
よ
」

バ
ッ
ト
は
再
び
笑
み
を
浮
か
べ
、
言
っ
た
。

「
こ
こ
で
は
戦
い
に
く
い
で
し
ょ
う
、
場
所
を
移
し
ま
せ
ん
か
？
」

「
良
い
だ
ろ
う
、
つ
い
て
来
い
」

０
１
は
教
会
か
ら
出
て
、
サ
イ
ク
ロ
ン
に
跨
り
出
発
し
た
。

バ
サ
ッ
バ
サ
ッ
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そ
れ
を
追
う
よ
う
に
バ
ッ
ト
も
翼
を
広
げ
飛
ん
だ
。

～
夜
の
港
～

０
１
は
バ
イ
ク
を
止
め
た
。

「
こ
の
辺
で
い
い
だ
ろ
う
」

「
え
え
、
で
は
始
め
ま
し
ょ
う
・
・
・
・
・
フ
ン
！
」

突
然
バ
ッ
ト
か
ら
強
烈
な
超
音
波
が
出
た
。

そ
の
音
波
は
す
さ
ま
じ
く
、
周
り
の
物
が
飛
ば
さ
れ
る
勢
い
だ
っ
た
。

「
ど
う
で
す
？
」

「
あ
あ
、
凄
い
ん
だ
ろ
う
な
・
・
・
・
・
見
た
感
じ
」

「
見
た
感
じ
？
」

「
残
念
だ
が
、
俺
に
は
効
か
ん
」

「
周
り
を
見
た
感
じ
、
物
が
飛
ば
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
相
当
凄
い
ん
だ

ろ
う
が
０
１
の
機
能
に
は
《
ノ
イ
ズ
カ
ッ
ト
》
が
あ
り
、
１
０
０
％
騒
音
を
カ

ッ
ト
で
き
る
」



70

「
ク
ッ
」

「
こ
れ
で
、
終
わ
り
だ
ッ
！
」

０
１
は
高
く
飛
び
上
が
っ
た
。

「
そ
ん
な
に
飛
び
上
が
っ
て
ど
う
す
る
つ
も
り
だ
！
」

「
ハ
ッ
」

０
１
は
空
中
を
蹴
っ
て
反
転
し
た
。

「
馬
鹿
な
、
空
中
を
蹴
っ
た
・
・
・
・
・
だ
と
？
」

「
ハ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ
！
」

０
１
は
そ
の
ま
ま
加
速
し
、
バ
ッ
ト
に
蹴
り
を
入
れ
た
。

「
グ
ッ
・
・
・
・
・
・
グ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ
！
」

０
１
の
着
地
と
と
も
に
バ
ッ
ト
は
爆
発
し
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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